
・調査研究班：安来リブランディングプロジェクト班 

１． 活動の目的 

   産（角久・モントローネ）・学（情報科学高校）・金（島根銀行）が手をつなぎ「安来のものをつかって 

安来市を活性化したい」という思いをかたちにし、広く安来の魅力を発信すること（地産地消～地産都商） 

を活動の目標とした。具体的には既存の安来産の大豆をつかった新たな価値の創造（リブランディング） 

と産学金の連携と地域の活動に参加し協働を学ぶことで地域の一員としての役割を知り課題解決能力や 

地元愛を養うことを活動の目的とした。 

 

２． 実施科目 

    3年課題研究調査研究班 安来リブランディングプロジェクト班 週3時間 

 

３． 対象生徒 

  3年 8名 

  ・マルチメディア科（4名） ・情報処理科（4名） 

 

４． 活動の内容 

  商品開発、マーケティング（市場調査）、接客・販売実習 

〇１学期 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 斑決定

活動内容の確認

プロジェクトメンバー顔合わせ

産・金　業務についての説明・リブランディングについて説明

地元安来市について調査・大豆について調べる（豆乳・豆腐など）

大豆を使った商品を考える（企画書作成）

5月 企画書　ＰＰ作成　～　商品案の発表

ターゲット、パッケージ、デザイン、販売方法、場所、流通経路など

商品化から販売までのアドバイスをいただき　再度企画書作成

6月 企画書　PP作成

再度　商品案の発表

下旬 商品化3商品決定

金　クラウドファンディングの説明

７月 ３商品を担当するメンバーを３つのグループに分ける

クラウドファンディングの説明ページ割り振り～作成

リブランディングキャラクター 生徒作 

キュウちゃんとモンちゃんとシマニーちゃん 
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〇２学期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月 クラウドファンディングページ・原稿作成

試食会準備　アンケートの作成

９月 モニター調査準備　チラシ・アンケート作成

学校(調理室）にて試食会・アンケート

安来市役所担当の方来校　パッケージにイエローバスの使用許可

島根銀行にてモニター調査

3商品のパッケージデザインについて考える

マルチメディア室にてそれぞれデザインを作成

10月 荒島駅ミニコンサート会場にてプレ販売

パッケージ作成・POP作成

荒島駅イベントにて販売実習（３商品販売）

なんちゃって豆富（プレーン・いちご）

やみつき豆乳いちごプリン

まさげなおからクッキー（アーモンド・抹茶）

9月9日

9月21日

10月23日

9月21日 島根銀行にてモニター調査 

行員の方々やメディアの前で商品説明 

やみつき豆乳 プリン 

のある時季のみの限定商品 

すべての商品のパッケージデザインや 

販売のPOPなど生徒がオリジナルで作成

成 

学校での試食会の様子 
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〇３学期 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． 生徒の感想 

【11月末】

2学期はいろんな所へ行ったり、いろんなことをしたと思います。1学期に商品が決まって、2学期のはじめに

はもう形になっていて、試食会をした時、「本当に自分の考えたものがこうやって形にされて、夢かと思うくらい

嬉しかった」です。クラウドファンディングの文章を作りながらパッケージデザインやアンケートチラシを作り、

島根銀行本店へモニター調査に行きました。私は話すことが苦手だけど伝わるようにゆっくり落ち着いて説明を

しました。銀行の方はやさしくて話しやすかったです。説明のことしか考えてなく、緊張して質問を忘れました。

モニター調査の後からパッケージデザインを作っていましたが、私はイラストレーターが使えなくて何時間も何

もできない時がありましたが、自分のできることを探してクラウドファンディングの文章や商品説明の文章を考

えました。10月の荒島駅のイベントでプレ販売をしました。クッキーは最後まで残ってしまったけどいろんな人

11月 クラウドファンディングページ・原稿作成

商談会準備　チラシ作成

販売用パッケージデザイン作成

安来市役所田中市長訪問

ＨＯＫ本店へ商談会（商品説明生徒4名参加）

11月9日

11月18日

12月 情報ＩＴフェア：マルシェ販売準備

モントローネ店頭販売開始（2商品）

安来市役所前にて販売実習(3商品販売）

クラウドファンディングスタート(約1ヶ月）

ＨＯＫプラーナ店にて販売実習(3商品販売）

午前と午後の2グループにわけて販売実習

安来駅・道の駅あらエッサにて

　まさげなおからクッキー販売開始

安来駅・道の駅あらエッサへ校外学習

　見学と道の駅あらエッサでは販売の指導をうける

12月5日

12月11日

12月15日

12月21日

１月 クラウドファンディング目標達成

礼状書き

課題研究発表会プレゼン・原稿準備

プロジェクトメンバー振り返り

課題研究発表会　校内注文販売会2月9日

荒島プレ販売 すべての商品が完売 

まさげなおからクッキーのパッケージ 

（安来市のイエローバスのデザイン） 

幸せを運びます！お土産物にいかかでしょう 

道の駅 あらエッサにて 

商品の陳列・接客方法（お声かけ）など 

実際の売り場で指導をしていだだきました。 
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に買ってもらって、全部売れたので良かったです。11月には安来市長さんに試食をしてもらったり、クラウドフ

ァンディングをすすめたり、商談にも行きました。いろんな人と関わり、商品を食べてもらったりしてとても嬉

しかったし、もっといろんな方に食べてもらいたいと思いました。12月の市役所であるマルシェもみんなで協力

して成功させたいです。（Ｍさん） 

 

 2 学期から本格的にはじまりました。パッケージ作りやラベル、シール作り、調理室での試食会 ～ 安来市

長さんの試食会、クラウドファンディングなど販売に向けていろいろなことをしました。調理室では私たちが考

えた商品が目の前にありびっくりしました。とうふを使ってスイーツを作るのはとても難しそうですが、想像し

ていた何倍もきれいでおいしくて、さすがモントローネさんだと思いました。その後パッケージやラベル作りを

して、どういう形、入れ物が食べやすいかいろいろ考えていて改めて商品を開発しそれが商品化するまでの大変

さが分かりました。金額も考えてできるだけ私たちが思っている商品、デザインをいかしてくださった角久さん

や島根銀行さんに感謝です。クラウドファンディングではたくさんの方達に見てもらいたく文章を作成したので

すが、難しく苦労しました。私は文章を考えるのは苦手なので先生と一緒に他の文章を参考に作成しました。た

くさんの方達にみてもらい寄付してほしいと願っています。荒島のイベントでは商品が完売して嬉しかったです。

私の考えた商品ではなかったですが、たくさんの人たちに喜んでもらえて、先生や荒島の会の方まで楽しく笑顔

で協力できてほんとうに良かったと思いました。市長さんの試食会では、商品を市長さんのところまで運ぶ係で

したがとても緊張しました。まさか、市長さんに食べてもらえるとは思いませんでした。おいしいと言ってくだ

さってモントローネさん角久さんはすごいなと思いました。（Ｍさん） 

 

この2学期の活動は1学期と比べものにならないくらい忙しく大変でした。やはり一番手こずったのはパッケ

ージデザインです。まずはデザインを考えるところからでしたが、もうここから大変でした。 

何個かデザイン案を出し、角久さんや島銀、先生方からのアドバイスをもらいながら試行錯誤しました。最終的

に一つの案に決まったと思えばそこから手直しの嵐でした。毎日のように 19 時まで居残っての作業は地獄のよ

うでした。でも〇〇ちゃんと先生も一緒に作業をしてくれたので最終まで頑張ることができました。さすがに、

イエローバスのパッケージが最初から作り直しになった時は絶望しましたが、クオリティの高いものにしあがっ

て自分も満足しています。今回のパッケージの作成で学ぶこともたくさんありました。 

テキストの要素はアウトラインを作成したら文字が崩れずフォントが変わらないこととか、先生や外部の玉木さ

ん、角久さんにも様々なことを教わりました。まだまだ未熟だと感じました。 

今回学んだことをこれからも活かせるようにしたいです。商品の販売では、自分の考えたものが形になって、い

ろんな人々に手にとってもらえてとても嬉しかったです。ここまでたどりつくまでいろんなことがあり、困難も

ありましたが、喜んで買っていかれるお客さんをみると頑張ってよかったと思いました。（Ｏさん） 

 

　私は初めてパッケージ作りをし、初めてイラストレーターを使いました。すんごく疲れました。慣れないこと

だらけで、うまく作れなかったり、動かすことができず、とても頭痛がひどかったです。なんちゃって豆富の

パッケージを期間限定でも販売することができてうれしかったです。なんちゃって豆富のパッケージを作って販

売するまでの期間は頭痛薬と共に過ごしました。やっと豆富のパッケージができたと思ったら今度はクッキーの

パッケージ作成をすることになりうんざりする気持ちでしたが、どんどん慣れてきてすぐに完成させることがで

きて良かったです。販売時はとても寒く立っている時間も長く大変でしたが、販売にかかわる人たちはすごいな

と思いました。地域の幅広い年代の方々に会い、話し接客することができて良かったです。すごく貴重な経験を

することができました。安来市役所に行った時は、メディアも多く目をどこに向けて良いかわからず大変でした。

後日、３社の新聞に載ることができ良かったです。リーフレットやパッケージを作ることができて良かったです。 

11/17(水) 今日、パッケージ（おからクッキー単品商品シール）を作成しました。今日ぎりぎりですが、完成さ

せることができて良かったです。最近やっとイラストレーターを使うことに慣れてきました。今までできなかっ

たことなので，新しくできることが増えて良かったです。新しいシールデザインをかわいく作ることができてと

ても嬉しいです。できるようになったことを今後につなげたいです。入試も頑張ります。（Ｎさん） 
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 ☆リブランディングプロジェクト 〔12/5マルシェ販売実習〕 

安来市役所で３つの商品を販売しました。前回よりも多く販売し、完売できるか、人が来てくれるのか不安で

したが、たくさんの方に来てもらい、たくさん販売しとても嬉しかったです。事前にたくさんの時間をかけて準

備したのでたくさん売れて良かったです。パッケージやPOPをほめてもらうことが多く、時間をかけたかいがあ

り嬉しかったです。バスの箱も好評でたくさんの方が購入してくださり嬉しかったです。ライトアップもビンゴ

大会もすごく盛り上がっていて販売員の私も楽しむことができました。モントローネさんのお店で準備したこと

はすごく細かい作業でとても大変でしたが、楽しくやりがいもありました。販売ではお客さんと関わりとても楽

しかったです。（Ｎさん） 

 前回荒島駅で販売したときよりも上手に接客ができたと思います。途中からイベントの司会をしました。ビン

ゴ大会で前に出てマイクを持つことは緊張しましたが、みんなが楽しんでくれていたので私も司会をして良かっ

たと思いました。イベントでこういうことをすることが普段はないのでとてもいい思い出ができました。（Nさん） 

 完売してうれしかったです。家族もきてくれて買ってくれました。家に帰り一緒に食べて、家族もおいしいと

言ってくれて嬉しかったです。バスの箱も人気でお子さんにも喜んでもらえて最後の IT フェアで販売できて良

かったと思いました。寒い中来てくださったお客様、運営してくださった方々に感謝したいと思いました。イル

ミネーションがきれいな中、マルシェで販売できたことに本当に感謝したいと思います。（Ｋさん） 

 

☆リブランディングプロジェクト 〔12/11プラーナ販売実習〕 

　今回は午後からの販売でした。気持ちは楽でしたが、スルーしていくお客さんやチラ見してどこかへ行くお客

さんを見て心が砕けるような思いでした。ですが、「情報科学高校生だから」と言って買ってもらったり、イエロー

バスを見て「すごい！」「おもしろい！」「かわいい！」と言って手にとってもらい、ちがう人には「孫が喜んで

くれるんだ」と言って買って行かれる方もいて嬉しかったです。他には「すごくおいしかったからもう1回買う」

と言って買っていかれとても嬉しかったです。「乳製品が入っていると食べられない」とすごく残念そうに帰って

行かれてものすごく申し訳ない気持ちになりました。（Ｎさん） 

　ひとりひとりにきちんと「いらっしゃいませ」が言えたので良かったです。また、商品説明する際も分かりや

すく説明できたので良かったです。お客さんの中にも「どじょっこテレビやニュースで見たよ」と言ってくれる

方もいてみんなに知ってもらえていると実感しました。再び買いに来られた方や「クッキーがおいしかったので

また来ました」と話された方もいて嬉しかったです。接客をしている時に「ごくろうさま」と話しかけてもらえ

たりして地元のあたたかさを感じました。地元の方々と関わってみて感謝の気持ちでいっぱいです。（Ｙさん） 

1年間このプロジェクトをしてきて不安なことだらけだったけど、楽しいこと嬉しいことの方が多かったで

す。自分たちが卒業した後も、これらの商品が残っていて欲しいと思うし、買いに行こうと思います。 

いつか自分でもこれらの商品が作れるようになりたいです。（Ｍさん） 

 

６． 今後に向けて 

コロナ禍でいろいろな活動が制限されるなか、産・学・金連携プロジェクトにより校内での学習ばかりでなく

校外にでかけ、たくさんの地域の方と出会い、協働し、繋がり、たくさんの学びの場をつくっていただき感謝

の気持ちでいっぱいです。生徒たちは実際のビジネスの場面をじかに見て、働くことの大変さを実感するよい機

会となりました。限られた授業時数の中で〆切期限のあるさまざまなやるべきことを 

生徒どうしで教えあい、学科を超えて取り組む姿はまさに課題研究の時間でした。た 

 

現場のプロの方々の講義を企画する必要性を感じることが２学期以降増えてきま 

した。年度当初に展開が予想できなかったこともあり、生徒には負担をかけることが 

多く反省材料となりました。連携による学びにより、地域の中の高校生として将来の 

地域の一員としての役割を理解し地域で活躍する大人をイメージすることができたよ 

うに感じています。 

今年度の連携プロジェクトは、地域の関係の方々の多大なご 

協力により活動することができました。はじめに掲げた目標 

の“地産地消から地産都消”を達成するためにもう少し時間 

リブランディング ロゴ 生徒作 

J情報・S角久・Mモントローネ・S島銀 

びたびぶつかる困難を地域の方からのアドバイスにより解決に結びつけることもあり、
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が必要となった。安来の魅力を広める、情報科学高校の学びからできることを発信し、地域に役に立つ存在と

なるよう取り組んでいきたい。 

 

・ＣＧデザイン研究班  

 

① 活動の目的 

デザインの技術・手法の習得とともに、制作物によって、デザインの新たな価値を提案・創造していける

人材の育成を目指す。そのために、単にデザイン技術の向上のみならず、広告等の依頼主の意向や期待を汲

み取り、依頼された分野の知識・背景の調査研究の必要性を理解し、的確に行える調査研究能力、自分の能

力をどのように地域の発展や課題解決に役立てられるかを自ら考え、行動できる力を養う。 

 

② 実施科目  課題研究ＣＧデザイン研究班 週３時間 

 

③ 対象生徒 ３年生 １７名（マルチメディア科６名 情報処理科５名 情報システム科６名） 

 

④ 活動内容および活動の様子 実践的なプロジェクト 

 ａ．「情報科学高校で遊ぼう学ぼう講座」ポスター コンペティション 

生徒は４・５月に Photoshopや Illustratorなどの使い方、word文書への反映

方法などを学習した後、実際の作品制作に取り掛かった。まずは、本校で月１回開

催しているあそまな講座のポスターを題材に、コンペティションを開催した。 

生徒同士と教員３人でそれぞれ良いと思う作品に投票し、４名の作品を選出し

た。（改良し出来上がったものはP．１１に掲載） 

また、あそまな講座のポスターには採用されなかったものの、評価の高かった

生徒の作品を、夏季休業中のオープンキャンパスのポスターとして作り替え、実

際に採用された。 

 

 

ｂ．「月山富田城 鹿肉カレー」パッケージデザイン （課題研究 観光ビジネス班との連携） 

課題研究 観光ビジネス班からの依頼を受け、開発する鹿肉カレーのパッケー

ジデザインを考えた。カレーのコンセプト、パッケージに載せたい内容などを聞

き、生徒が作成した案を審査し、そのうち１名のデザインパーツが使用されること

となった。（改良し出来上がったものは P．３８に掲載）完成品は、市販のレトル

トカレーのパッケージと同様、長方形の薄型立方体のものである。しかし授業の最

初では、固定観念を取り払い、形や材質など、どのようなものを用いれば、ストー

リー性を表現できるか、購入者に楽しい時間を提供できるかなどを考え、個性豊か

な案が多く出た。 

この活動を通し、生徒には、当たり前と思っている概念を疑い、取り払って考え

てみることの重要性を伝えたかった。また、商品そのものの良さを表現することに

留まらず、その先に新たな価値の提案も可能であるということを感じ取れた様子

であった。 

 

ｃ．ビジネスチャレンジ事業（安来市内企業との連携） 

安来市、商工会、商工会議所により組織されている「産業サポートネットやすぎ」との連携事業として、

市内企業４社（一風亭様、フォト文具いちかわ様、ランカーワークス様、予防美容サロン桜様 以下敬称略）

のロゴや広告などのデザインの挑戦する機会をいただいた。作品制作の過程で、産業サポートネットやすぎ

から、観光バスをチャーターしていただき、実際に企業を訪問した。来校いただいた事業者さんから、実際

にお話を聞くこともできた。 

 
提案時のイメージ 

 
オープンスクールポスター 
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＜実施内容＞ 

日時 授業内容  

10月 

12日（火） 

13:35～15:25 

企業訪問 一風亭 

月に1回開催している、包丁研ぎのチラシ作成を依頼したい、若

い人の感性にも訴えかけるようなデザインにして欲しいという要

望を受けた。また、背景に安来の製鉄・鉄鋼業の歴史や職人の存在

を知る機会となった。実際に包丁研ぎを行っている職人の方が偶然

いらっしゃり、鉄でできた刃物への思いや取り扱いについて直接お

話を伺うことができた。 
 

10月 

21日（木） 

14:35～15:25 

事業者来校 フォト文具いちかわ 

 ２月から販売する、お守りキーホルダーの販促用ポスター・ポッ

プの依頼を受けた。本社が位置する広瀬町には、難攻不落として有

名な月山富田城があり、それをモチーフにした「難校不落」のだる

ま型キーホルダーを自社で開発した。ターゲットは受験を控えた中

高生で、尼子氏や山中鹿介を題材に仕上げてほしいとのことだっ

た。説明を受ける中で、「受験生ももちろんだが、受験生を家族や親

せきに持つ人も、目についたら買うのではないか。そういう人の目

も引くようなデザインを作ってみたい。」という生徒からの意見も

複数出てきた。それを聞いた事業主からは、新しい視点を得たと喜

ばれた。 

 

ICT教室で商品の説明を受ける 

10月 

26日（火） 

13:35～15:25 

事業者来校 ランカーワークス 

 今年９月に開業した、水道工事を行う企業で、企業ロゴマークお

よび名刺デザインの依頼を受けた。色は赤黒をベースにし、20代～

40代をターゲットした、生徒自身が格好いいと思うものを提案して

ほしいという希望であった。また、社名の由来や、若くして起業さ

れた経緯などもうかがうことで、生徒たちはイメージを膨らませて

いた。 

 

ICT教室で企業説明を受ける 

11月 

2日（火） 

13:35～15:25 

企業訪問 

・予防美容サロン桜      

髪をカットしたりパーマを施したりする場所ではなく、抜け毛・

白髪・頭皮のかゆみなどから、体の不調サインを見つけ、美容メニ

ューでその不調を軽減することを目的とした美容院で、今回は店の

ロゴマークやチラシのデザインを自由に考えてほしいという依頼

であった。実際に店舗を訪問し、店内の雰囲気、頭皮をスコープで

調べる様子を拝見した。ターゲットは男女年齢問わないが、健康が

気になる人の目に留まるような作品を期待するとのお話であった。

ピンクや青、紫といった血流の良さそうなイメージの色を使い、黒

を出来るだけ使ってほしくないという要望もあった。 

・フォト文具いちかわ 

１０月２１日に本校で商品についての説明をいただいたが、実際

に店舗を訪問した。文房具や雑貨などの販売ブースの奥に、撮影ス

タジオがあり、そこで車座になって、今後の展開を話し合った。前

回の説明会を受けて、どのようなイメージで作品を仕上げようと思

っているかを、生徒それぞれが話し、社長にアドバイスを受けた。 

 
予防美容サロン桜 

 

フォト文具いちかわ 
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＜成果発表会＞ 
 日 時：１月２５日（火）９：００～１０：５５  場所：本校 ICT教室 
 出席者：一風亭 石田優美 様、フォト文具いちかわ 市川修平 様、ランカーワークス 世佐木優 様、 

予防美容サロン桜 安部朋美 様（動画によるメッセージ）、安来商工会議所 渡部仁 様、 
亀田直人様、安来市役所 日向直之 様、安来市商工会 門永隆太郎 様、 
JA しまね安来地区本部 仲井健司 様、本校 CG デザイン研究班 生徒１７名、教員３名 

内 容：１０～１２月に制作した試作品を、各事業者に数作品を選定していただいた。その後、選ばれた作

品をブラッシュアップし、プレゼン形式で発表、披露した。 

 

  

 

採用作品 

一風亭 フォト文具いちかわ 

  

ランカーワークス 予防美容サロン桜 

  

 

  出席者からの感想 

  ・生徒のみなさんがそれぞれ工夫して思いが伝わってきてよかった。 

・いいものを残したいという想いが感じ取られた。自分もこれをビジネスチャンスに変えていきたい。 

  ・作っていただいたものを看板にしてこれから頑張っていきたい。 

  ・気づくことや学ぶことがたくさんあったこれからも作っていただいたものを使っていきたい。 
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⑤ 活動による変化 

この授業を通して、生徒は単にデ

ザインのスキルを向上させること

だけでなく、依頼主の「ああしたい」

「こうしたい」という意向を汲むこ

と、その作品によって見る人にどう

いう行動を促したいかという視点

が必要であることを、身をもって学

ぶいい機会となった。また市内企業

との折衝において、各企業に責任者

を２名ずつ配置し、最初の顔合わせ

から作品選出に至るまで、生徒が責任を持って対応するよう指導し、教

員はサポートに専念した。それにより、生徒間の情報共有や作品の集約

を、生徒同士で工夫し、自ら考える行動に慣れていく姿が見られた。 

 

＜生徒感想＞ 

・成果物を発表し、企業の方からも称賛してもらうことができたので達

成感や今まで実習してきたことに価値があると思いました。 

 

・初めのころはデザインとアートの違いが分からず、同じようなものだ

と思っていました。しかし、実習を進めるうちにデザインとは、製作者

の意図が伝わらないと意味がないと思いました。アートのように自分の

思うままに制作していては、デザインとして成り立たないので、見る人に対してどうしてほしいかやどうしなけ

ればいけないのかを考える必要があるということを学びました。 

 
名刺交換する代表生徒 

 

 
作品選考をお願いする代表生徒 
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（３）安来市のオープンデータを活用した取り組み 

 

【インフォグラフィックスで伝えよう】 

 １．対象生徒・授業 

   ２年生マルチメディア科 「情報デザイン」 

 ２．活動内容・目的 

 ２年生マルチメディア科の情報デザインでは、情報を「誰にどう伝えるか」をいつも考えてデザインを

している。Adobe Illustrator や Photoshop などのソフトウェアを活用し、それを使いこなす知識技術も

培う。最も重要なのは、それらのソフトを使いこなすことではなく、テキスト、画像、グラフなどを駆使

し、ターゲットに対していかに情報をわかりやすく、インパクトをもって伝えられるかという点です。こ

のスキルは、色彩、バランス感覚、フォント選び、グラフや画像加工処理など、様々な知識・技術を必要

とします。1 年間このような基礎知識を学び、３学期は安来市のオープンデータを活用したインフォグラ

フィックスを制作しました。         

 様々なデータの中から、自分の興味関心のある分野のデータを各

自が選び、制作しました。データのカテゴリに合ったイラストを描

き、グラフをアレンジしており、生徒 1人ひとりの作品に個性が溢

れ、見ていてとても楽しいです。３年次に発表会を開催し、伝えた

いことや作品に込めた想いを語って、作品紹介をします。友人の作

品から刺激を受けます。またプレゼン発表で、「伝える力」の向上を

期待します。  生徒作品（下書き）⇒ 

【安来市オープンデータ活用ワークショップ】 

  １．対象生徒・授業 

   ２年生情報システム科 「プログラミング・ビジネス情報」 

  ２．活動内容・目的 

屋古名るあで家門専のターデンプーオ、日７月２年４和令 

大学の遠藤守教授による、オープンデータワークショップが

開催されました。この取り組みは、安来市の事業の一環として

行われています。本校の生徒が、将来オープンデータを活用

して安来市の状況を分析し、課題を見つけて解決することが

できるように、必要な知識・技術を育成して、データ活用経

験値を向上させることを目的としています。当日はオープン

データについての基礎・基本を学習した後、グループに分か

れて実際にデータを活用・分析して課題解決策を話し合ってま

とめ、プレゼン発表するという活動を行いました。生徒達は初

めてオープンデータを扱い、データの重要性や可能性に気づく

ことができたと思います。卒業後もこの経験を活かしてもらい

たいです。 
＜各チームの発表内容＞ 
・安来市内の公衆トイレの設置状況、 
・飲食店支援のクーポンサービスの提案 
・オンライン授業 
・市内飲食店のコロナ対策がわかるデータ公開の提案 

【安来市のデータ分析で現状と課題を知る】 

  １．対象生徒・授業 

   ２年生情報システム科 「ビジネス情報管理」 

２０１2

２０１6

２０２１ ３７％

31%

３４％

５７％

５３％

５２％

１2％

１２％

１１％

・0～１4歳 ・15～64歳 ・65歳以上

安来市の年齢別人口

出典： 安来市オープンデータカタログサイト
市内住所別人口集計 _20210430

安来町

広瀬町

伯太町
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  ２．活動内容・目的 

 ２年生のビジネス情報管理では、１月に全商情報処理検定ビジネス情報部門１級を受験します。この検

定試験の学習内容には、現在求められている力の「データ分析」力を向上させる知識技術があります。 
　データを加工分析して、未来を予測したり、重点管理する商品を分類したり、最頻値や中央値など統計

学に関連する学習も行います。そこで、これらの学習で得た知識技術を活かして、地元安来市のオープン

ータを分析して、自分なりに課題を見つけて解決策も考えてみる活動を行っています。卒業後も、ますま

デすこのようなデータ分析力が求められると思うので、この経験を活かし、答えの無い課題に向き合って

もらいたいと思います。生徒のレポートの一例を掲載するので、ご覧ください。生徒は自分なりの視点を

持ち、データを加工して見てとれる現状から、その原因などを推察し、そこから課題の解決策を見いだし

ています。 

２－３ビジネス情報管理 安来市オープンデータを活用したひとり一研究 

番号・氏名  番号   氏名   

研究テーマ  届出数から予想する安来市人口推移 

テーマの  

設定理由 

今までの人口推移からではなく、別の視点から予想をしてみたらどんな違いが

表れるのか気になったから。 

仮説  人口は減ると予想される 

使用するデータ  オープン島根県データカタログサイト【安来市】戸籍年間届出件数 

分析結果  

（検証） 

 このように、出生届総数は減少しているのに死亡届総数は停滞しており、 市

の人口は減少傾向にあると考えられる。 また、婚姻届総数も減少しており、新

たな家族の増加もあまり見込めない。  

分析結果の感想  

見つけた課題  

課題の解決策 

 

 近似曲線を使って予測をしてみて、予想出生届総数が思った以上に急激に減

って いて驚いた。 課題として、「死亡する人数に対して生まれる人数が全く

足りていない事」が見つかった。 同時に、婚姻届の提出数も少なくなってお

り、これからの人口の増加に対する期待も見込めない。  

 解決策として、子育て支援に力を入れ、他の地域から新たな家族を集めた

り、 未婚で相手を探している人同士で出会えるようなイベントを開いたり

する事が必要と考えられる。 
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３．カリキュラム開発部会     
今年度は令和3年7月15日と令和4年2月1日に開催し、それぞれ地域探究基礎の実施報告と検証、今後の授

業展開に関する助言を受け、授業に反映させた。また、「地域探究応用」の授業計画を審議し、令和４年度からの

運用に向けて準備を進めた。 

（１）地域探究基礎 

１．科目の目標 
 ・地域探究活動を通じて地元理解、課題発見、問題解決能力の育成・メタ認知の重要性・データの扱い方・

プレゼンテーション能力・論文の書き方などを習得する。 

 

２．授業展開 

・使用教材：「情報と問題解決」・「高校生からのビジネスマナー」・自作プリント 

・授業は商業科教員２名ずつのＴＴとする。 

・毎回の授業ごとに生徒にGoogle Formから授業の内容・感想・学んだことなどを入力させ、教員が学習状

況を確認できるようにしている。 

 

３．地域探究基礎の実施報告 

1学期 

4月 

14日 1年生全体に対してオリエンテーション・科目の趣旨、学習の方向性などを指導 

21日 ビジネスマナー  テキストに沿って、一般的なマナー指導 

27日 ビジネスマナー 

5月 
19日 ビジネスマナー 

26日 ビジネスマナー 

6月 

2日 
安来に関する知識調査  Google Form を用いてアンケート形式で安来についての

理解レベル調査。 

9日 問題解決の手順  SWOT分析  PDCAサイクル 

16日 安来の歴史  地歴公民科による指導 

23日 解決の手法 ５W1H ＫＪ法 データの種類 

30日 期末テスト返却 700/800問題について考える。 

7月 14日 安来について  知識調査解説 

夏季休暇課題：市の観光課が発刊した地元紹介誌を配布し、紙面で取り上げられている人物、場所、 

企業など興味関心がある記事の感想、自身で深掘りした調査結果をレポートにまとめる。 

 

２学期 

９月 

1日 夏季休暇課題の内容について意見発表 

8日 前回の続き 

15日 夏季休暇課題の内容について深掘り探究活動  

22日 安来や島根について深掘り探究活動 

29日 市役所の方から市の概要について講演 若年者の就業、動静等 

10月 
13日 前回の講演内容から深掘り探究活動 

20日 地域で活躍する方々の講演1 

11月 

10日 前回の講演内容をクラスで報告・感想の発表 

17日 地域で活躍する方々の講演2 

24日 前回の講演内容をクラスで報告・感想の発表 

12月 
8日 簡単なテーマから自分の意見を発表する１ 

15日 簡単なテーマから自分の意見を発表する2 
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10/20の講師様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11/17の講師様 

 

 

 

 

 

 

 

 

各班15名程度で実施。翌週は自分の班の話をクラス全員に発表する。 

 

3学期 

1月 
12日 身近なテーマ、地域の話題などで意見発表 

19日 地域や活性化実例など調査・プレゼン資料作成 

2月 
2日 地域や活性化実例など調査・プレゼン資料作成 

16日 地域や活性化実例など調査・プレゼン資料作成 

3月 
16日 クラス内で上記内容のプレゼン活動 

23日 クラス内で上記内容のプレゼン活動 

 
４．感想・課題 
・地元に対する理解・知識・興味・関心は向上した。生徒の学校評価アンケートにも反映。  
・地域で活躍する各分野の方に来校してもらい講義を受け、様々な角度から地域を知る機会を得た。また、そ
の様子をクラスで共有することにより、意見発表の経験を重ねることが出来た。 

・教員が提供するテーマで授業を進めるが、生徒は総じて受け身であり、「もっと知りたくなる」という活動に
は及んでいない。 

・週1単位のため、計画的に進めることが出来ない。諸事情で授業間隔が空くことがある。年間３０時間程度
となることを想定して、計画を立てておく必要がある。 

  

 

 

 

 

 

 

勤務先 役職名 お名前 お話の分野・具体的な内容

安来節演芸館 支配人 増田明美 埼玉出身。外から見た安来市。安来節の魅力など。

しまねソフト研究
開発センター

情 報 産 業 アド
バイザー

野々村正仁 安来高校出身。元ヤフー、グーグル部長。

安来節保存会 家元四代目 渡部お糸 世界公演の話など。安来節の魅力。

矢田醤油店 管理栄養士 矢田敦子 Uターンで家業の醤油屋を継ぐ。高校の近くの醤油屋さん。

いちご農家 苺やkirito 池田佳奈 Iターンで新規就農。農園近くのカフェを経営

旅館さぎの湯荘 社長 田辺大輔 おもてなしの心。接客。

エ カ イ ブ ・ エー
ジェント㈱

松浦士登 コンサルティング業を起業。市内在住。

勤務先 役職名 お名前 お話の分野・具体的な内容

加納美術館 館長 千葉潮
中学教科書に登場した加納カンライのお孫さんにあたる。
Uターンで館長に。

安来市観光協会 事務局長 門脇修二
元県観光誘客アドバイザー。NHKドラマを活用した地方創生。
旅行業界。これからの観光など。

大森ファーム 代表 大森雄介 IT企業からイチゴ農家に就農。

安来地域介護支援
専門員協会

会長 宇山広
高齢者福祉。社会福祉法人やすぎ福祉会 小規模多機能セ
ンターひだまりの里所長。

いさとふぁーむ 代表 山下勇人 なぜ、安来で農業か？大阪からIターンした事などを話せ
ればと思います。

玉木慶商店 専務 玉木純一 ●月の輪神事から広がる安来の今昔
●安来の手仕事職人のグローバル化

有限会社 角久 営業 角 寛志 「安来の大豆から」美味しいサスティナブルなものづくり
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（２）地域探究応用

 2回の部会を通じて、以下のカリキュラムを策定した。 

 

１．科目の目標  

    （１）地域探究活動を通して地元理解、課題発見、課題解決能力を育成する。  

（２）地域産業発展に貢献できる人材を育成する。 

（３）年間を通して様々な課題に取り組み、基礎的な学習能力を育成する。 

（４）キャリアプランニング能力を育成する。 

（５）地域探究基礎での学びを基に疑問に感じることを深掘りしていく態度・能力を育成する。 

 

２．授業展開 

・１学期前半はクラス単位で分析・問題解決能力、発信力・プレゼン能力を育成する。 

・少人数で討論させる。資料収集・分析を地域探究基礎での学習を基に実践する。 

・1学期中間テスト後から１担当者につき５名程度の班を編成し、探究活動を行う。 

R4年度2年生は100名程度。 22名の教員が担当予定。教員1名で４から5名担当。 

商業科教員9名 

共通教科教員13名（国語3、地歴公2、理科1、数学2、芸術1、英3、家1） 

 

３．探究テーマ設定コンセプト 

・現在、学校で学んでいる情報処理に係る知識・技術を使って地域貢献に繋がることはできないか。また

は、自身のアイディアで地域に対して、どんなことが出来て、どんな利益をもたらすことが出来るか考

えさせる。単に地域のことを調べるだけではないことを強調する。 

 

●参考 

   先進校で扱われたテーマの例 

    ・外国人観光客を増やす   ・人手不足の解消    ・スポーツの振興策 

    ・子育てしやすい街にする  ・自転車問題      ・人口減少 

    ・健康長寿の町にする    ・防災         ・ゴミ減量 

・幸せなふるさとの作り方  ・事故の原因と対策究明 ・効率よい暗記 

・飲食業と連携       ・地元の隠れた特産品を有名にする  

 

・発表は個人ではなく担当教員班ごとに1本。 現在の課題研究を想定。 

・２学期末 体育館で発表 状況によっては各教室で中継 

・３学期 プレゼン・ディベートなど他者への発信力をさらに育成   

 

４．課題 

 「地域探究応用」は学校設定科目であるが、これまでの教育課程で行っていた学校設定科目「キャリ

ア基礎」を商業科教員が中心に担当してきたため、教員間では「地域探究応用」も商業科教員が担当す

る、という認識がある。教科横断的に学校グランドデザインに掲げる生徒像育成のため、全職員で担当

する意識の醸成が必要である。これまでに学校長より全職員に大綱が示され、教科主任会で概要および

基本的な指針を示した。年度末に向けて、全職員にシラバスを提示して共通理解を図る必要がある。 

 また、担当者間での評価の揺らぎがでないよう具体的な授業展開や評価方法について示す必要がある。

その実施については本キャリア開発部会と校内の探究学習推進委員が中心となって遂行しなければなら

い。 

 

 

 

－ 54 －



（３）ICTサロンの実施 

１．活動の目的 

 ICTサロンは、本校教員対象の自主的な ICT研修会である。令和４年度入学生から iPadでの BYODを開始

し、ますます学校としてもICT活用の推進が求められるため、このような研修会を企画し実施した。このICT

サロンによって、教職員のICT活用能力をさらに向上させて、授業や各分掌の業務などに積極的に活用して

もらい、本校が目指す「デジタルイノベーション創出人材」の育成に資することが、この事業の目的である。 

 

２．対象 

 本校教職員。任意参加。 

 

３．実施日 

  第1回 令和３年７月 ６日（火） 

  第２回 令和３年７月27日（火） 

 

４．活動場所 

  本校ICT教室 

 

５．活動内容 

 ICTサロンの講師には、本校のIT人材育成事業で週に２回来校される、石倉淳一さんに依頼した。石倉さ

んはミニマルエンジニアリング代表で、７年前から継続して本校の授業（主に課題研究）に入っていただき、

指導してもらっている。Googleの認定資格の保有者であり、教員ではわからない高度な専門知識を持ってお

られ、困ったときの相談役として常に頼れる存在である。 

 今回石倉さんには、Googleワークスペース関連で必要性の高いGoogleドライブと、Googleフォームの活

用方法についてそれぞれ演習・講義をしていただいた。 

 

  ■第1回はGoogleドライブの活用について 

 Googleドライブでの情報共有は、とても便利な反面、情報漏洩の危険性をはらんでいる。マイドライブ、

共有ドライブ、マイドライブのファイルの他者とのデータ共有など、単純なようで複雑な仕組みをわかりや

すく教えていただいた。個人情報などデータの扱いに留意しながら、快適に情報共有するためにも必須の知

識を習得することが出来た。 

  ■第２回はGoogleフォームの作成・活用方法について 

 多くのアンケート調査を私達は生徒に課すし、また小テストなどもある。生徒の振り返りや考えをいち早

くスムーズに収集するのに長けたこのアンケートフォームの活用方法知っているのと知らないのとでは、作

業量が全く異なる。この Google フォームの研修をきっかけに、多くの調査が紙ベース＋教員入力からフォ

ームで入力要らず、自動集計に変わることを期待して、企画した。 

 

６．研修後の状況 

 今年度は２回しか研修を実施することができなかったが、本校でのICT活用は活発に、順調に進んでいると感

じている。それは下記の状況からだ。 

 ・職員会議資料がGoogleドライブ、ipadまたはPCで会議 が安定的にできている。 

 ・人権アンケート、進路希望調査のGoogleフォーム化 

 ・各種アンケートの終礼時実施が定着（１年iPad、２・３年スマホ） 

 ・Googleクラスルームでの情報伝達、授業での活用の活発化 

来年度はChromebookのBYODが始まるが、スムーズな活用が見込める。まだ、Googleフォーム化しない調査もあ

る（学習時間調査、健康観察）が、必要性を見極めながら、今後も魅力化推進部・DIPで推進していきたい。 
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実際の画面 

Ⅴ その他の取り組み 

（１）令和３年度課題研究発表会 

 探究学習の総まとめとなる位置付けの

「課題研究」を3年生が履修している。1

年間の取り組みを全校生徒や保護者、授

業関係者などに紹介することにより、学

習内容の周知と生徒の達成感やプレゼン

テーション能力育成の一環として企画し

ている。例年は映像・音響・客席などの

設備の整った外部会場で行っているが、

全国的なコロナ感染拡大第６波の影響で

規模を縮小せざるを得なくなった。協議

の末、学校を会場とし、発表生徒は臨時

のスタジオとして用意した教室からYoutubeによるライブ配信を行い、一般生徒は各教室で視聴することとした。

また、この配信は生徒保護者、課題研究関係者、学校関係者、安来市内の小中学校など一般にも公開した。 

 

【当日のスケジュール】 

開会挨拶 8：55   

発  表 9：00 課題研究 7つの班の発表 1班12分程度    

独自発表  11：00 2年生「キャリア基礎」クラス代表発表  各クラス代表 3名 

     11：20 1年生「地域探究基礎」授業取り組み内容発表 学年代表 4名 

講    演 12：00  今岡純二様（㈱テラスカイ取締役常務執行役員・本校2期生） 

   

 【課題研究の7つの班の発表概要】 

調 査 研 究 班：荒島駅を利用した地域活性化活動 

〃   ：地元企業とリブランディング活動    

    ＣＧデザイン研究班：デザインの基礎知識と地元企業との連携活動 

簿 記 研 究 班：簿記の資格紹介と株式模擬取引 

観光ビジネス班：IT技術を使った商品開発、買い物弱者支援、食品ロス支援 

情報処理研究班：情報処理関係の国家資格の内容と取得のメリット   

答えのない課題班：ディベートの紹介と取り組み例の紹介 

ＩＴフェア企画班：情報ＩＴフェアの実施内容、評価、動画紹介など 

 

 【詳細】 

   配信は専門の業者に依頼し、当日の

Youtube 配信に必要な機器の設営、運

用を行った。配信画面もプレゼン用の

スライドをメインとし、発表生徒をワ

イプで映しつつ、発表班名などの表示

を加えた。また、講演会については関

東にある講師の自宅と学校をＺＯＯＭ

で繋ぎ、それをYoutube配信した。 

生徒には事前にＱＲコード付きの

感想用紙を配布し、各発表の感想・評

価をグーグルフォームにて行った。 

直前で会場変更となったが、コロナ禍での安全を確保しつつ、今後も学校行事などを外部にライブ配信す

る可能性を得ることができた。  
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（２）しまね留学・地域みらい留学における取組 

県外の中学生に対する広報活動「地域みらい留学・しまね移住フェス」など 

「地域みらい留学」は、県外からの受験生募集のために、一般財団法人地域・教育魅力化プラットフォー

ムが主催するイベントである。しまね留学の取り組みが全国区に広がり、地域みらい留学となった。 

   本校は約４年前からこの地域みらい留学に参加。県外生へのアピールの場として、令和元年度までは、集

客型イベントに参加していたが、令和２年度からはコロナ禍の為、全てオンラインでの開催となった。全国

の参加校（約６０校）に肩を並べて、ＺＯＯＭにてプレゼンテーションし、本校の魅力について紹介してい

る。本年度は、県外出身の１年生が、「しまね留学生」として、本校の学習内容の紹介や宿泊施設での生活

などについてピーアールを行った。教員がプレゼンテーションをするよりも、説明会に参加者した中学生や

保護者にとっては、具体的な内容におよび、より多くの質問が寄せられた。 

   これまでの参加状況は下記のとおり。 

 

■地域みらい留学参加状況 

日 時 閲覧した中学生や保護者の人数 

６月 ５日（土） 

   ６日（日） 

１回目：２５人  ２回目：１６人 

１回目：１８人  ２回目：１２人 

７月 ３日（土） 

   ４日（日） 

１回目：１３人  ２回目：１０人 

１回目： ５人  ２回目： ３人 

７月３１日（土） 

８月 １日（日） 

１回目：１０人  ２回目： ８人 

１回目： ８人  ２回目： ５人 

８月２９日（日） １回目：２０人   

１０月３日（日） １回目： ７人   

 

■定住財団・地域魅力化プラットフォーム主催 

 数者加参のへスーブ校本 称名トンベイ 時日

 人１ ドンラーダンワ住移ねまし 時61～時01）土（日03月01

 

■本校主催 個別説明会（情報ITフェアオンライン企画の一部） 

 数者加参 称名トンベイ 時日

12月４日（土）11:00～12:00 YouTubeLive 情報ITフェア特設 13人 

12月5日（日）13:00～14:00 YouTubeLive 情報ITフェア特設 9人 
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■よくある質問 

 ・宿泊施設や暮らしについて・・自炊・門限・管理者の有無・昼食・休日の過ごし方 

 ・入試について・・・・・・・・時期・県外生枠・推薦入試・一般入試 

 ・保護者・・・・・・・・・・・学校に行く機会の頻度・生活が乱れないか心配 

 ・プログラミング・・・・・・・基礎から学べるか 

 ・学習サポート・・・・・・・・個人的な指導、サポートがどの程度あるか 

 

■案内していること 

  ・オープンスクール、遊ぼう学ぼう講座・Facebook・twitter・Instagram・随時見学OK 

 

■問い合わせ状況 

 県外からの問い合わせについては、下記の状況である。 

  しまね留学、地域みらい留学にオンラインで積極的に参加した結果、コロナ過であるにも関わらず、昨年度

と同じくらいの問い合わせをいただいている。これまでは、女子生徒の受け入れ施設が無いことや、現在の男

子専用宿泊施設が完全自炊、同じ建物に居住する管理者が不在であること、食事が無いことなどの課題があっ

た。しかし、安来市定住政策課と連携、協議を進める中で、来年度からは、女子の宿泊施設や、男子専用宿泊

施設の管理者、食事の提供などが可能になった。 

 

▼令和４年１月時点での県外からの問い合わせ数（都道府県別・男女別） 

 
 

また、島根県内で自宅からの通学が困難な遠方地域からの問い合わせは下記のとおり。 

松江市 ･･･２名      飯南町 ･･･１名     江津市 ･･･１名 

浜田市 ･･･１名      吉賀町 ･･･１名 

男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計
11県城茨
11県玉埼

千葉県 1 1 2 3 3
東京都 2 2 1 1
神奈川県 1 1

11県井福
長野県 2 2
静岡県 1 1
愛知県 1 1 1 1

11県賀滋
京都府 2 2 1 1 1 1

422府阪大
兵庫県 5 5 2 2
奈良県 1 1 1 1
鳥取県 1 1 1 1
広島県 1 1 1 1 2 2

11県口山
福岡県 1 1

22県本熊
1111県島児鹿

スリランカ 1 1
ソウル 1 1
上海 1 1

合計 20 4 24 17 2 19 7 7
来校者数 14 1 15 15 1 6 7 7
都道府県数

問 い 合 わ せ 数

令和３年度 令和２年度 令和元年度

16 13 5
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（３）令和３年度３年生の進路状況 

令和４年２月２８日現在 

 

 

 

 

 

 

１．令和３年度 進学・就職状況分析 

  オンラインによる面接試験・選考試験が増加したが、新型コロナウイルス感染症拡大による影響は昨年度よ

りも少なかった。指定校としての活動が進学希望者の学部・学科・コース、就職希望者の業種に大きな変化を

もたらした。 

 

（１）進学について 

  ・四年制大学進学者が増加（資料１） 

  ・国公立大学合格者は過去４ヵ年で最多（資料１） 

  ・進学者の中で情報系進学者の占める割合は大きく上昇（資料２） 

  ・地元公立大学の連携校推薦入試の広がりと受験希望者の増加（資料３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 資料２ 

資料３ 

島根県立大学地域政策学部地域政策学科 地域づくりコース 連携校推薦（令和 2 年度） 

選抜方法 プレゼンテーション（2 回）および面接 

  合格者プレゼンテーションの内容 

生徒 A：地域の農家・飲食店・地域をつないだ廃棄部分を活用するシステムの考案。 

イイネプロジェクトや課題研究から学んだことを活かした研究・実践。 

 

島根県立大学看護栄養学部看護学科 連携校推薦（令和 3 年度 新設） 

選抜方法 連携活動①②に参加、課題講義受講、レポート（課題講義に関する内容）、面接 

 生徒 B：課題講義での内容の一つ「創造的知性」について、多職種連携と関連づけて地域 

医療で試される創造的知性についてレポートをまとめた。 

安

来

米

子

松

江

そ

の

他

計

京

浜

京

阪

神

山

陽

そ

の

他

計

5231211212011513科アィデメチルマ

92519641411814科理処報情

338121245112221174科ムテスシ報情

7864332111432263302211計

そ

の

他

合

計

専

門

計

地　　　　元 県　　　　外 公

務

員

計

大

学

学　　　　進職　　　　　　　　　　　　　　　就

短

大

上級学校別人数

短　大

国公立 私　立 合　計 短　大 医療系 その他

令和３年度 5 6 11 2 4 29

令和２年度 4 9 13 6 9 16

令和元年度 1 5 6 7 6 19

平成30年度 1 5 5 4 5 20

大学 専門学校

情報系　進学

令和３年度 13 30%

令和２年度 7 14%

令和元年度 5 13%

平成30年度 8 24%

人数
進学者の中で
占める割合
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（２）就職について 

  ・求人の企業数は昨年度とほぼ同程度（資料４） 

  ・本校の就職希望者は令和２年度に引き続き減少傾向 

・製造業からの求人が増加、県内ＩＴ関連企業への就職希望者の増加（資料５、６） 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．令和４年度に向けて 

  本校では、３年「課題研究」、および課題研究までの基礎学習を通して、課題発見能力や地域・企業・行政

と協働して解決方法を考えるという学習の流れが定着してきた。この学習で身につけたスキルを就職・進学に

活用できるように支援していきたい。特に地元ＩＴ関連企業への就職希望者が増加傾向にあり、新たな就職先

の開拓に努めたい。国公立大学を始め四年制大学進学者のさらなる増加が予測される中、大学入試改革による

選抜内容の変更も加速している（地元公立大学の連携校推薦入試など）。この変更にも対応できる学習・経験

をしており、今後、身につけたスキルを選抜で活かす支援に力を入れたい。併わせて、より一層、基礎学力の

定着および、１年「地域探究基礎」、令和４年度から新規実施の２年「地域探究応用」を充実させることで、

３年「課題研究」をさらに深化させ、探究成果が進路決定・社会実装に繋がるように展開していきたい。 

「STEAM 教育の過程」を通じて、地域の課題を解決するための学びの内容も広い視野で選択することができ

るようになった。進学においては、学部・学科・コースの多様化が見られ、就職においては、地域課題に主体

的に取り組むという強い気持ちで就職先を選択する生徒が増えてきた。 

資料５ 令和３年度 ３年生の職種別データ 

資料６ ＩＴ関連企業 内定状況 

専　門 事　務

（IT企業を含む） （金融を含む）

進路希望 18 6 2 4 10 1 1

内定状況 8 8 4 4 12 1 3

販　売 サービス 技　能 その他 公務員

令和３年度 8 20%

令和２年度 7 18%

令和元年度 11 18%

平成30年度 1 2%

平成29年度 5 9%

人数
就職者の中で
占める割合

年度
就職
者数

県内 県外 合計

R3 39 177 287 464

R2 39 183 274 457

R1 60 195 261 456

㊟R3は２/１８現在のデータ

資料４ 求人状況（企業数・Ｗｅｂは除く） 
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【オールやすぎ食べ乗りクーポン】

【やすぎいちごサークル】
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【ソフトバンク株式会社 AI教育特別協力校としての取り組み】 

１．目 的 

 情報教育の先進校として、これからますますAIの利用が一般化していくのを受け、AIを学ぶことは必須で

あると感じている。各家庭にスマートスピーカが普及したり、siri の利用、ネットショッピングのレコメン

ドなど、毎日の暮らしの中でAIの働きを感じない日は無い。これからのITを担う人材を育成する上で、避け

ては通れない。そこで、生徒が自ら AI モデルを作り（学習させること）、実行して結果を見るという一連の

AI学習に取り組み、次のような効果を期待し実施した。 

  ①生徒への教育効果 

        ・AIに対する不信感・漠然とした不安の払拭 

    ・AIと人間が協働（分業）することを実体験として学び、AIに任せる仕事、人間がすべき仕事を 

     判別する必要性を理解する。 

    ・AIを積極的に活用していこうとする意欲を向上させる 

  ②情報科学高校としての魅力発信（広報の意味） 

 

２．利用した教材 

  ソフトバンク株式会社 AIチャレンジ教材  

 

３．実施クラス・期間 

  ３年情報システム科「ビジネス情報管理」・令和３年8月末～９月 計１３時間 

 

４．実施内容 

Lesson１ 変化する社会を知ろう ～AIでなくなる仕事、生まれる仕事 ～ 

Lesson２ AIの凄さを知ろう ～AIをタイプ別で知り、AIの凄さを体感しよう。～ 

Lesson３ AIを体験しよう ①予測系 ②識別系 ③会話系 

Lesson４ AI企画を発案しよう 

５．AI授業の振り返り 

 AI学習に取り組んで、AIモデルを作る過程を経て、機会が判断する手順を学び、生徒も授業担当者もし

っかりと理解することが出来た。日頃利用しているAIの技術が、どのようなデータに基づき、学習して判断

しているのかを学べたことは大変貴重だった。私達はAIに入力し、その出力を得ているだけで、その処理の

プロセスを知らなかったからだ。だからAIは得たいの知れないモノ、怖いものという一般的な認識もある。 

しかし、AIが膨大なデータを弱音を吐くこと無く、ただただ健気に学習して、精度の高い答えを出せるよう

になったときには、感動した。そして、労働人口減少時代を迎える私達は、AIに頼らざるを得ないという現

実を直視しなければならない。生徒達は、授業実施前は「AIは私達の仕事を奪う存在」と、敵視する意見も

あったが、授業後は「AIと共存する」という意見に変わった。 

AIを恐れること無く使いこなし、AIに任せる仕事、人間でなければできないクリエイティブな仕事を選別

し、捌いていかなくてはいけない。そのような未来を見据えたAI授業を今後も展開していきたい。 
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Ⅵ 魅力化評価アンケート、学校評価アンケート分析 
 

令和元年から、島根県全域で実施している高校魅力化評価アンケートに本校も取り組んでいる。今年度でのア

ンケート調査も３年目となり、３年間の推移を分析してみたい。 

この３年間を振り返ると、令和２年度から文部科学省「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」（プロ

フェッショナル型）に取り組み、本校の教育活動に大きな変化があった。また、タイミングを同じくして新型コ

ロナウイルス感染症の拡大があり、突然の休校があるなど、これまで当たり前に実施してきた活動が変更せざる

を得なくなった。部活動の試合が中止になったり、学園祭や情報ITフェアも大きく予定を変更して開催すること

となり、生徒たちの積み重ねてきた努力を発揮する場や楽しみにしていた行事が失われることが増え、希望の持

てない日々が続いたことは、生徒の心にも大きな影響をもたらしたと考えられる。 

しかし、コロナ禍で大勢で集まれない、会えない、けれどその代わりにオンラインをする設備環境と、ノウハ

ウが蓄えられ、柔軟に対応する力も育まれた。閉塞感を打破するために、ITスキルが活かされることを知り、情

報科学高校らしい学びが大きな強みになり得るという可能性を感じることができた２年間だった。 

 さて、生徒たちの気持ちはどうだったのだろうか。本校が目指す、デジタルイノベーションを創出できる人材

育成が、一体どれほどできたのだろうか。育みたい３つの力である、主体性、協働性、創造性と、そして自己肯

定感、学校生活の満足感を、魅力化評価アンケートと学校評価アンケートから読み取ってみた。 

 なお、例年魅力化評価アンケートは１学期末あるいは２学期上旬に実施されており、学年を終える頃の生徒の

満足度や達成感が測れていないと考え、令和３年度の末（令和４年２月）に、調査項目を１５に絞って、学校独

自にアンケートしたため、下記グラフのデータは４回分となっている。 

 

【主体性の指標の変化】 

 

 令和元年は指定校としての次事業実施前である。そこから令和２年、３年と２年間実施してきて生徒の主体性

は少しずつ向上してきているようだ。特に「この学校に入って良かった」は肯定的意見の割合が高く、コロナ禍

があっても、上昇を続けている。またもう一つ嬉しいのが、「現状を分析し、目的や課題を明らかにすることがで

きる」の肯定的意見の割合が10％上昇した点だ。令和４年から始まった地域探求基礎や、２年生でのキャリア基

礎、３年生の課題研究などのPBL学習が全校で実施され、答えのない課題に生徒一人ひとりが向き合い、「なぜだ

ろう？どうしたらよいだろう？」と、深く考えながら活動できたことが、この結果につながっているのではない

だろうか。また、すべての指標が令和４年２月には上昇しているのは、生徒が達成感に満ちたこのタイミングで
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の調査だったからなのかもしれない。「私は自分自身に満足している」が高まったのも、学園祭や情報ITフェア

の業務、検定試験、３年生は進路決定を成し遂げた、この２月末という時期が後押ししているのではなかろうか。 

 

【協働性の指標の変化】 

 
 協働性では、チームでプロジェクトを遂行したりする際や、グループ学習、部活動や委員会活動での話し合い

などで、どんな力が育まれているのかを調査した。 

 ここでも令和４年２月にやや肯定的意見の増加がみられる。 

 地域探究基礎の履修が始まったことや、「主体的・対話的で深い学び」が教務部からも積極的に呼びかけられ、

教員主導の一方的な授業スタイルから、生徒たちにペアやグループで考えさせて、他者の意見を聞き、また自分

の考えも述べるという活動が増加したことに起因するのではないだろうか。仲間内で話すうちに、友人の優れた

ところや共感できるところを見つけるだろうし、自分の弱みと強みを見出すこともできたのではないだろうか。

そういった点が、「共同作業だと、自分の力が発揮できる」の向上につながったのではないかと思う。授業内でも、

積極的に発言したり、小グループ内であってもプレゼンする機会が増え、どんな意見でも友人や先生に認めても

らえた経験から達成感を覚えたり、自分に自信が持てるようになったのかもしれない。 

 また、地域探究基礎や情報ITフェア、遊ぼう学ぼう講座のスタッフ経験者が増加し、地域の人と触れ合うこと

も増加したことが、結果となって表れているように思う。 

 

【創造性の指標の変化】 

 令和元年から、令和3年にかけてあまり変化がない、あるいはやや肯定的意見の割合が低下しているものもあ

ったが、その一方で一貫して肯定的意見の割合が増加している指標は「地域をよりよくするため、地域の問題に

関わりたい」と「まだこの世にない新しいサービスを生み出してみたい」などの、意欲的な指標だ。自分でも地

域の役に立てるのかもしれない、ITスキルを活用して自分も何かできるかもしれないという、自分や社会に期待

を持っているのを感じる。３年生については、課題研究で既にそういった新しい商品やサービスを生み出した実

績があり、その自己有用感があるように思う。１・２年生も、そんな先輩方の活躍を見て、自分たちもできそう

だという可能性を感じているのではないだろうか。 
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 学校全体としても、ICT 活用が活発で新しいものに積極的に取り組んでいたり、各種の活動が絶えず改善され

ており、ポジティブな雰囲気が常に漂っている。例えば、女子生徒の制服改善（パンツスタイル）やｅスポーツ

活動の開始、Googleフォームの活発活用など、多くのものがその在り方を進化させた。そういったことが、この

指標向上の背景にあるのではないだろうか。 

 また、「地域の問題に関わりたい」が向上している一方で、「自分の住んでいる地域の役に立ちたい」が減少し

ているのは、学習活動としては地域に関わりたいが、卒業したら地元・安来を離れたいという希望をもっている

のではないかと推察する。 

 高校卒業後、地元を離れたとしても関係人口、交流人口など島根・安来を想いながら、培った知識・技術を活

用して、各地で活躍してもらいたい。 

【自己肯定感の推移】 

 下記グラフは、自己肯定感の肯定的意見の割合の推移である。おもしろいようにジグザグと上がったり下が

ったりを繰り返しながらも、令和４年以降はやや向上する結果となった。 

 傾向としては、魅力化評価アンケート（１学期実施）のものはやや低く、学校評価アンケート（３学期実施）

はやや高めに出る。これは調査時点の生徒の心情を如実に表現しているのではないだろうか。 

１学期はまだ不安があったり、１年生はまだ入学後の不安、２年生は新クラスにまだ緊張した状況、また学科に

分かれての専門的な学びに苦戦している頃だろうか。しかし３学期になると不安も和らぎ、居心地も良くなって、

自分らしさが少しは出せたり、

様々な活動を経て自分の知識や技

術を活かし、自分の成長を実感で

きていることと思う。 

 自己肯定感の向上が、本事業の

目指しているところだが、少しず

つ成果が出てきているということ

だろうか。 

※学：学校評価 魅：魅力化アンケ－ト 
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【この学校に入って良かった】 

 
※ 学：学校評価 魅：魅力化評価アンケート 

 

生徒の学校生活に対する満足感を表現している。文部科学省事業実施前（Ｒ1 年７月）から、肯定的意見の割

合が増加する傾向にある。コロナ禍もあって、生徒には悔しい想いをさせることも多かったように思うが学校に

対する不満はあまり無いようだ。 

生徒一人ひとりを大切にし、何かあれば親身になって相談にのってくれる組織になっている。生活アンケート

で生徒の困りごとや悩みにきめ細かく対応しており、学習面、生活面において満足度は高いということだ。地域

との連携も多くなり、生徒が地域の人と触れ合いながら、生徒の良いところを発揮する機会は明らかに増加し、

「凄いね！」「素晴らしい！」と、教員が生徒を褒めることも多くなった、地域の方からのお褒めの言葉もたくさ

んかけていただいた。新聞やテレビなどメディアでの報道も多くなり、「情報科学高校」のブランド的な価値がや

や向上したのではないだろうか。 

まだまだ課題も多くあるが、生徒一人ひとりが胸を張れる学校にしていくこと、生徒一人ひとりが「私たちの

学校」という、学校全体を大切想う気持ちが、ますます育ってくれると嬉しい。そのような気持ちが育っていけ

ば、公共心や地域を想う気持ちもまた育つと思う。生徒が自分自身に自信をもって、自身と学校とそして地域を

大切に想い、そのために学んだ知識を活用していくことができるように、令和４年度も研究開発を発展させたい。 
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（（

本本
校校

のの
使使
命命

））
」」

普普
通通
教教

育育
なな
らら

びび
にに

情情
報報
・・

ビビ
ジジ

ネネ
スス
にに

関関
すす

るる
専専
門門

教教
育育

をを
施施
しし

、、
健健

康康
でで
心心

豊豊
かか

なな
人人
間間

性性
をを

育育
成成
すす

るる
①①

地地
域域

をを
担担
うう

、、
情情

報報
・・
ビビ

ジジ
ネネ

スス
にに
関関

すす
るる

将将
来来
のの

スス
ペペ

シシ
ャャ
リリ

スス
トト

のの
育育
成成

【【
専専

門門
性性
のの

育育
成成

】】
②②

社社
会会

人人
とと
しし

てて
のの

規規
範範
性性

やや
倫倫

理理
観観
をを

見見
にに

付付
けけ
たた

感感
性性

豊豊
かか
なな

人人
間間

のの
育育
成成

【【
人人

間間
力力
のの

育育
成成

】】

《《
目目
指指
すす
生生
徒徒
像像
》》

～～
地地
域域
とと

のの
協協
働働
をを

通通
じじ
たた
デデ
ジジ
タタ
ルル
イイ
ノノ
ベベ
ーー
シシ
ョョ
ンン
創創
出出
人人
材材
のの
育育
成成
～～

基
盤
と
し
て
：

基
礎
学
力
の
定
着
（
文
章
力
、
語
彙
力
な
ど
）

公
共
心

自
律
心

調
整
力

 
ｉｉ

のの
活活
用用

ｅｅ
にに
よよ
るる
個個
別別
最最
適適
学学
習習
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令和３年度 新聞掲載ダイジェスト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山陰中央新報  
記者駆けるシリーズ連載 
【記者✕ｅスポーツ】  
掲載４月１８日～１１月７日 
合計１４回 掲載 

 

 初回４月１８日 掲載 

 最終回 １１月７日 掲載 
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山陰中央新報 令和 3年 10月 30日 掲載 

山陰中央新報 令和 3年 10月 24日 掲載 
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山陰中央新報 
令和 3年 11月 25日 

掲載 
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日本海新聞 
令和 3年 11月 26日 

掲載 

山陰中央新報 
令和 4年 1月 26日 

掲載 
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情報 IT フェア企画班の広報デザイン班の生徒が 
中心になって制作した「青春はつらつ新聞」 
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山陰中央新報 
令和 3年 12月 24日 

掲載 
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山陰中央新報 
令和４年２月２７日掲載 

山陰中央新報 
令和４年３月２０日掲載 
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